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ギニア月報（２０２４年９月） 

 

 

１ 内政 

・ 2 日、森林ギニアのゲゲドゥにてギニア初となるエムポックスの症例が確認

される。 

 

・ 3 日、国土行政・地方分権省は NGO や団体に対する活動認可状の新規発行を

4 ヶ月間停止することを発表。 

 

・ 4 日、 8 月 24 日の豪雨及び洪水による被害報告が発表される。合計 477 世

帯、27,285 人が被災。 

 

・ 5 日、2021 年 9 月 5 日のクーデターから 3 周年の同日、FVG が反 CNRD デモを

呼びかけ。2 名の一般市民が銃弾にあたり死亡。 

 

・ 6 日、ボカール・リー大統領府筆頭参事官及び、セクー・サンフィナ・ジャ

キテ大統領府エネルギー担当参事官が罷免される。 

 

・ 7 日、カンカン市内の広場にて、ドゥンブヤ暫定大統領の肖像写真が燃やさ

主な出来事 

【内政】 

● 5 日、クーデター3 周年の同日、FVG が反 CNRD のデモを呼びかけ。 

● 17 日、逃亡中のクロード・ピビ元大佐がリベリアで逮捕される。 

● 26 日、カルーム地区にて銃声が確認されるも、同日晩、大領府が銃声があっ

たことを否定する声明を発出。 

 

【外政】 

● 4 日-6 日に北京で開催された中国・アフリカフォーラムにドゥンブヤ暫定大

統領が出席。 

● 24 日、バ・ウリ首相が国連総会の一般討論演説を行う。 

● 24 日、フランコフォニー国際機関（OIF）がギニアへの制裁の全解除及び参

加資格の回復を決定。 

 

【経済（経済協力含む）】 

● 27 日、IMF はギニア政府に対し、6900 万米ドルの貸し付けを行う。 
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れ、実行犯は逮捕の後、カンカン刑務所に拘留される。 

 

・ 9 日、ドゥンブヤ暫定大統領の次期大統領選挙への立候補を支援するロビー

活動が森林地方で開始された。大統領府アマラ・カマラ事務総長の派遣する

密使によるもの。 

 

・ 9 日、初等・中等・識字教育省の発表によると、同国の非識字率は 68％（女

性の非識字率は 75％）。 

 

・ 11 日、電気公社（EDG）総長にバリー・インフラ担当参事官、石油公社（SONAP）

総長に、コンデ元予算大臣が任命される。 

 

・ 17 日、首都カルーム地区にて、親 CNRD デモが行われる。 

 

・ 17 日、昨年 11 月 4 日にコナクリ中央刑務所を脱走したクロード・ピビ元大

佐がリベリアにて逮捕される。同氏は中央刑務所に移送されたと報道される。 

 

・ 20 日、法務大臣は、ピビ元大佐はコヤ県の民事刑務所に移送されたと発表。 

 

・ 20 日、森林ギニアのボッソウ村にてチンパンジーが村民の乳児を殺害したこ

とを受け、同村人がボッソウ村環境研究所を襲撃。同施設を破壊、焼き討ち

する。 

 

・ 24 日、スワピティダムの水量が標準値に達したと報道される。 

 

・ 24 日、昨年 11 月よりコナクリ市中央刑務所に違法に収監されていたピビ元

大佐の妻が解放される。 

 

・ 25 日、昨年 11 月 8 日に中央刑務所の集団脱獄との関連が疑われ収監されて

いたビリボギ大佐が死亡したと発表される。 

 

・ 26 日、NY 滞在中のバ・ウリ首相が、憲法制定の国民投票の後に当初予定され

ていた地方選挙、議員選挙を実施する前に大統領選挙を実施することを示唆。 

 

・ 26 日、多数の市民よりカルーム地区にて銃声が確認されたことについて、同

日夜、大統領府が事態を否定する内容（ces rumeurs sont fausses）の声明
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を発出。 

 

２ 外交 

・ 2 日、ドゥンブヤ暫定大統領は、9 月 4 日から 6 日にかけ北京で開催される

第 9 回中国・アフリカフォーラムのため訪中。フォーラムには、大統領府大

臣官房長、外務大臣、協力大臣、鉱業大臣、インフラ大臣、商業大臣、首相

府官房長も参加。 

 

・ 3 日、暫定大統領は中国滞在間に上海の宝武鉄鋼集団の工場を視察。 

 

・ 17 日-19 日、漁業大臣はサンクトペテルブルグで開催される国際漁業フォー

ラムに出席。 

 

・ 18 日、リベリアの TV 局（National Liberia Broadcasting System）は、ア

ルファ・コンデ前大統領が傭兵を雇いクーデターを企てていた容疑がある旨

報道。 

 

 20 日、モリサンダ・クヤテ外務大臣は、フランコフォニー国際機関（OIF）

の閣僚会議において、民政移管の全ての選挙は 2025 年内に行われる旨発言。 

 

 24 日、バ・ウリ首相は国連総会において一般討論演説を行う。フタ・ジャロ

ンのユネスコ世界遺産への登録や、ハイチの平和維持活動への要員派遣協力、

安保理改革などを訴えた。 

 

 24 日、OIF はギニアに課されていた全ての制裁を解除し、参加資格の回復を

決定した旨コミュニケを発出。 

 

・ 22 日-27 日、ECOWAS の調査団がコナクリを訪問。27 日にギニアの民政移管

の進展について肯定的な評価を発表。 

 

３ 経済（経済協力含む） 

・ 27 日、IMF はギニア政府に対し、貧困家庭支援の名目で 6900 万米ドルの貸

し付けを行う。 

（了） 


